
全
国
に
誇
る
酒
造
り
の
匠
衆

能
登
杜
氏
関
連
行
事

南
部
、越
後
、但
馬
に
並
ぶ

日
本
四
大
杜
氏
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
能
登
杜
氏
は
、

江
戸
時
代
か
ら「
能
登
衆
」と
呼
ば
れ
、

独
自
の
酒
づ
く
り
の
技
を
伝
承
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
卓
越
し
た
力
は
、能
登
の
風
土
で
は
ぐ
く
ま
れ
た
、

純
朴
で
粘
り
強
い
能
登
人
な
ら
で
は
の

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よって
磨
か
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
名
杜
氏
を
輩
出
し
て
き
た
能
登
町
は

「
能
登
杜
氏
の
ふ
る
さ
と
」と
し
て
知
ら
れ
、

こ
の
地
で
育
っ
た
能
登
杜
氏
た
ち
は
、

全
国
各
地
の
蔵
元
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
町
内
外
の
杜
氏
や
酒
造
関
係
者
が
一
堂
に
会
す
る
醸
造
安

全
祈
願
祭
。

　
毎
年
九
月
下
旬
、酒
造
の
守
り
神
・
松
尾
神
社
ま
た
は
松
波

神
社
に
お
い
て
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
、そ
の
年
の
酒
造
り
が
始
ま

り
ま
す
。

　
令
和
四
年
度
は
松
尾
神
社
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

例
大
祭

　
例
年
八
月
中
旬
の
三
日
間
、能
登
地
区（
珠
洲
市
、能
登
町

隔
年
開
催
）に
お
い
て
、金
沢
国
税
局
鑑
定
官
等
を
講
師
に
招

き
、能
登
杜
氏
組
合
主
催
で
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
四
年
度
も
前
年
同
様
、遠
方
の
参
加
者
向
け
に
オ
ン
ラ

イン
配
信
を
行
い
ま
し
た
。

夏
期
酒
造
講
習
会

　
毎
年
春
に
開
催
さ
れ
る
能
登
杜
氏
の
伝
統
行
事
。

　
第
一
一
八
回（
令
和
四
年
四
月
）の
品
評
会
に
お
い
て
、全
国

の
酒
蔵
で
活
動
す
る
杜
氏
五
八
人
か
ら
吟
醸
酒
一
一
二
種
、普

通
酒
六
一
種
の
出
品
が
あ
り
、出
来
栄
え
を
競
い
ま
し
た
。酒

造
技
術
の
向
上
と
し
て
、重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

自
醸
清
酒
品
評
会

2023.1

石川県 能登町
の と ち ょ う

能登杜氏組合 能登町支部
　　　  能登町ふるさと振興課 0768-62-8526
〒927-0492 石川県鳳珠郡能登町字宇出津ト字50番地1

お問い合わせ

事務局

交通アクセス

金　沢 穴　水
バス
約1時間

JR・のと鉄道
約2時間

約60分

約20分

約20分

金　沢
北陸鉄道特急バス

約2時間

金沢西I.C 内灘I.C

金沢森本I.C 白尾I.C
のと里山海道・珠洲道路

約1時間20分

のと里山海道・珠洲道路
約1時間30分

羽田空港 のと里山空港
約20分

のと里山空港・ふるさとタクシー
㈲能登交通（0768）76-1243

能
登
町

大阪

京都 米原 東京名古屋

福井
高山

長野

長岡

高崎

富山

加賀
温泉

徳田
大津

小松

金沢

羽咋 七尾

穴水

珠洲輪島

関
越
自
動
車
道

上
信
越
自
動
車
道

東
海
北
陸
自
動
車
道

名神高速

小矢部
砺波JCT

米原JCT 一宮JCT 東名高速 羽田空港

小松空港

七尾IC

田鶴浜IC

東海道新幹線

のと里山空港

能
越
自
動
車
道

上
越
新
幹
線

北
陸
新
幹
線

のと里山海道

珠洲道路

能登町


